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発生動向総覧

＜第4週コメント＞2月3日集計分
◆全数報告の感染症
注意：これは当該週に診断された報告症例の集計です。しかし、迅速に情報還元するために期日を決めて集

計を行いますので、当該週に診断された症例の報告が集計の期日以降に届くこともあります。それらにつ
いては一部を除いて発生動向総覧では扱いませんが、翌週あるいはそれ以降に、巻末の表の累積数に
加えられることになります。

※感染経路、感染原因、感染地域については、確定あるいは推定として記載されていたものを示します。

1類感染症
報告なし

2類感染症
結核244例

3類感染症
細菌性赤痢3例 感染地域：インド2例、バングラデシュ1例
腸管出血性大腸菌感染症19例（有症者12例、うちHUS なし）

感染地域：国内19例
国内の感染地域：東京都3例、富山県3例、石川県3例、神奈川県

2例、愛知県2例、群馬県1例、埼玉県1例、山口
県1例、福岡県1例、不明2例

年齢群：2歳（1例）、4歳（3例）、6歳（1例）、8歳（1例）、9歳（2例）、
10代（3例）、20代（3例）、30代（3例）、40代（2例）

血清型・毒素型：O157 VT1・VT2（12例）、O26 VT1（3例）、O157
VT1（1例）、O157 VT2（1例）、O146 VT1・VT2

（1例）、その他・不明（1例）
累積報告数：88例（有症者55例、うちHUS 2例．死亡なし）

4類感染症
E型肝炎1例 感染地域：京都府＿感染源：イノシシ肉
A型肝炎2例 感染地域：東京都1例、鹿児島県1例
つつが虫病6例 感染地域：和歌山県3例、鹿児島県2例、千葉県1例
デング熱2例 感染地域：インドネシア1例、コロンビア1例
日本紅斑熱1例 感染地域：東京都
マラリア1例 熱帯熱＿感染地域：ケニア/ウガンダ
類鼻疽1例 感染地域：ベトナム
レジオネラ症9例（肺炎型9例）

感染地域：大阪府2例、岩手県1例（温泉）、福島県1例、神奈川県
1例、石川県1例、静岡県1例、兵庫県1例、マカオ1例

年齢群：40代（1例）、50代（1例）、60代（4例）、70代（1例）、90代
（2例）
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5類感染症
アメーバ赤痢12例（腸管アメーバ症10例、腸管外アメーバ症1例、腸管および腸管外アメー

バ症1例）
感染地域：愛知県2例、群馬県1例、千葉県1例、東京都1例、大阪

府1例、福岡県1例、国内（都道府県不明）2例、中国
1例、カンボジア1例、イタリア1例

感染経路：性的接触4例（異性間2例、同性間1例、異性・同性間不
明1例）、経口感染4例、不明4例

ウイルス性肝炎1例 C型＿感染経路：不明
急性脳炎4例 インフルエンザウイルスAH1pdm 2例＿年齢群：2歳（1例）、5歳（1

例）
インフルエンザウイルスA型1例＿年齢群：9歳
病原体不明1例＿年齢群：2歳

クロイツフェルト・ヤコブ病1例
孤発性プリオン病古典型

劇症型溶血性レンサ球菌感染症1例
年齢群：60代

後天性免疫不全症候群8例（AIDS 1例、無症候7例）
感染地域：国内6例、国内・国外不明2例
感染経路：性的接触7例（異性間2例、同性間5例）、不明1例

梅毒12例（早期顕症I期2例、早期顕症II期5例、無症候5例）
風しん1例（臨床診断例）

感染地域：和歌山県
年齢群：1歳

麻しん5例〔麻しん（検査診断例2例）、修飾麻しん（検査診断例3例）〕
感染地域：国内4例、フィリピン1例
国内の感染地域：千葉県2例、福島県1例、広島県1例
年齢群：1歳（2例）、2歳（2例）、25～29歳（1例）
累積報告数：28例〔麻しん（検査診断例13例、臨床診断例6例）、修

飾麻しん（検査診断例9例）〕

（補）他に2010年第3週までに診断されたものの報告遅れとして、細菌性赤痢2例（感染地域：岡
山県1例、ネパール1例）、腸チフス1例（感染地域：インドネシア）、パラチフス1例（感染地
域：インド）、E型肝炎1例（感染地域：北海道＿感染源：不明）、日本紅斑熱4例（感染地域：
岡山県2例、熊本県2例）、ライム病1例（感染地域：北海道）、レジオネラ症1例〔感染地域：
神奈川県（温泉）〕、急性脳炎11例〔インフルエンザウイルスA型4例（1歳1例、5歳1例、6歳
1例、40代1例）、インフルエンザウイルスAH1pdm 1例（6歳）、ヒトヘルペスウイルス6型1例

（0歳）、病原体不明5例（1歳2例、3歳1例、10代1例、70代1例）〕、劇症型溶血性レンサ球菌
感染症2例〔40代（1例）、80代（1例）〕、風しん2例〔検査診断例1例、臨床診断例1例．感染
地域：東京都1例、岡山県1例．年齢群：0歳（1例）、25～29歳（1例）〕などの報告があった。
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インフルエンザ
定点当たり報告数は減少した。都道府県別では沖縄県（18.88）、山梨県（14.05）、福井県（13.41）、
静岡県（12.15）、埼玉県（9.97）、愛知県（9.58）、福島県（9.35）、栃木県（8.45）、三重県（8.33）、鹿
児島県（8.28）が多い。
小児科定点報告疾患
RSウイルス感染症の報告数は4,742例と2週連続で増加した。年齢別では、1歳以下の報告数が
全体の約65%を占めている。
咽頭結膜熱の定点当たり報告数は2週連続で増加した。都道府県別では宮崎県（0.61）、佐賀県

（0.52）、石川県（0.45）が多い。
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は第1週以降増加が続いている。都道府県別
では山形県（4.0）、鳥取県（3.5）、富山県（3.2）が多い。
感染性胃腸炎の定点当たり報告数は第1週以降増加が続いており、過去5年間の同時期（前週、
当該週、後週）と比較してかなり多い。都道府県別では愛媛県（26.4）、宮崎県（25.7）、鹿児島県

（21.6）、埼玉県（20.3）が多い。
水痘の定点当たり報告数は減少した。都道府県別では宮崎県（3.61）、沖縄県（2.71）、石川県

（2.66）が多い。
手足口病の定点当たり報告数は2週連続で増加した。都道府県別では岡山県（0.81）、山形県

（0.73）、福井県（0.55）が多い。
伝染性紅斑の定点当たり報告数は第1週以降増加が続いている。都道府県別では青森県（0.33）、
三重県（0.33）、福井県（0.32）が多い。
百日咳の定点当たり報告数は2週連続で減少した。都道府県別では沖縄県（0.12）、福島県（0.08）、
栃木県（0.08）が多い。
ヘルパンギーナの定点当たり報告数は横ばいであった。都道府県別では徳島県（0.17）、熊本県

（0.17）、岩手県（0.13）が多い。
流行性耳下腺炎の定点当たり報告数は増加した。都道府県別では沖縄県（3.97）、山形県（1.87）、
北海道（1.65）が多い。
基幹定点報告疾患
マイコプラズマ肺炎の定点当たり報告数は2週連続で増加した。都道府県別では沖縄県（1.71）、
山口県（1.22）、愛媛県（1.17）が多い。

◆定点把握の対象となる5類感染症
全国の指定された医療機関（定点）から報告され、疾患により小児科定点（約3,000カ所）、インフルエンザ（小
児科・内科）定点（約5,000カ所）、眼科定点（約600カ所）、基幹定点（約500カ所）に分かれています。また、定
点当たり報告数は、報告数/定点医療機関数です。
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本年の数値�
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図. 主要定点把握疾患の過去5年間との週別比較（2010年第4週）
青のバーで示す本年の定点当たり報告数が赤のラインを超えているときには、過去5年間の週と比較し
てかなり多いことを示す。

定
点
当
た
り
報
告
数

定
点
当
た
り
報
告
数

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

5 10 15 20 25 30 35 40 45 501

感染性胃腸炎�

（週）�

定
点
当
た
り
報
告
数

第47週前後をピークとした報告数の推移は、2009年の
新型インフルエンザの流行により、新たに生じた。
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◆インフルエンザ

インフルエンザ（Influenza）は、インフルエンザウイルスを病原体とする急性の呼吸器感染症で、
毎年世界中で流行がみられている。2009年4月にその存在が明らかとなった新型インフルエンザ
A/H1N1の臨床像は、従来の季節性インフルエンザとほぼ同様であり、罹患者の大半は合併症
なく治癒するといわれているが、肺炎やインフルエンザ脳症を併発して重症化する場合がある。
特に肺炎は、急速に進行する重症のウイルス性肺炎を起こす場合が多く、喘息や慢性閉塞性肺
疾患等の呼吸器疾患の存在が急激な悪化と関連しているといわれている〔Clinical features 
of severe cases of pandemic influenza： Pandemic（H1N1）2009 briefing note 13, Global Alert 
and Response, WHO, Oct. 16, 2009；http://www.who.int/csr/disease/swineflu/notes/h1n1_clinical_
features_20091016/en/index.html〕。

熱帯地域から北半球の多くの国々では、2009年の10月後半から11月を流行のピークとして、新
型インフルエンザの活動性は低下が続いている。まだ流行状態が続いているのは、北アフリカ
と東ヨーロッパ、東アジアの限定された地域のみである〔Pandemic（H1N1）2009－update 86：
http://www.who.int/csr/don/2010_02_5/en/index.html〕。

感染症発生動向調査では、全国約5,000カ所（小児科定点約3,000、内科定点約2,000）のイン
フルエンザ定点からの報告に基づいてインフルエンザの発生動向を分析している。本サーベイ
ランスは原則的に臨床診断によるものであり、最近の国内のインフルエンザウイルス検出状況を
考慮すれば、現在報告されているインフルエンザ患者発生の殆どは新型インフルエンザによるも
のであると推定される。

2010年第4週のインフルエンザの定点当たり報告数は6.46（報告数31,049）となり、前週の定点
当たり報告数9.03よりも減少した（図1）。都道府県別では沖縄県（18.88）、山梨県（14.05）、福井
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図1. インフルエンザの年別・週別発生状況（2000～2010年第4週）
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県（13.41）、静岡県（12.15）、埼玉県（9.97）、愛知県（9.58）、福島県（9.35）、栃木県（8.45）、三
重県（8.33）、鹿児島県（8.28）の順となっている。定点当たり報告数は、青森県、秋田県を除く45
都道府県で前週よりも減少がみられ、10.00を超えているのは4県となった（図2）。

定点医療機関からの報告数をもとに、定点以外を含む全国の医療機関を1週間に受診した患
者数の推計値は約35万人（暫定値）と減少し、第28週以降これまでの累積の推計受診患者数は
約2,006万人（95%信頼区間：1,986万人～2,026万人）（暫定値）となった（図3）。性別では男性約
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1,037万人（51.7%）、女性約969万人（48.3%）であり、年齢群別では5～9歳約506万人（25.3%）、
10～14歳約467万人（23.3%）、15～19歳約276万人（13.8%）、0～4歳約221万人（11.0%）、20～
29歳約212万人（10.6%）、30～39歳約149万人（7.4%）の順となっている（図4）。60代および70歳
以上では横ばいであるが、その他の年齢群は全て前週よりも減少した（図5）。但し、推計受診患
者数は、受診患者数の多い医療機関がより多く選定されている傾向があることなどから、真の受
診患者数より過大であると考えられている。この点を踏まえ、推計受診患者数についてはあくまで
参考値として理解していく必要がある。
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図4. インフルエンザ推計受診患者数（暫定値）の
年齢群別割合（2009年第28週～2010年第4週）
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患者報告数が増加し始めた2009年第28週以降では、2010年第4週までに、全国の地方衛生研
究所から25,393件のインフルエンザウイルスの検出が報告され、AH1亜型（Aソ連型）18件（0.07%）、
AH3亜型（A香港型）146件（0.57%）、B型9件（0.04%）、AH1pdm（新型インフルエンザウイルス）
25,220件（99.32%）とインフルエンザウイルスの検出報告数の大半をAH1pdmが占めている。ま
た、2010年に入っても第1～4週までの4週間で検出・報告された857検体中、AH1亜型0件、AH3
亜型0件、B型3件（0.35%）、AH1pdm 854件（99.65%）と、国内で発生しているインフルエンザの
殆どは新型インフルエンザによるものであると推定される状態が続いている（図6、および感染症情
報センターホームページ：http://idsc.nih.go.jp/iasr/prompt/graph/sinin1.gif 参照）。

定点からの報告数は、2009年第48週をピークに減少し続け、2010年第3週に一旦やや増加し
たものの、第4週に再び減少に転じた。国内のほとんど全ての都道府県で減少がみられており、
推計受診患者数をみても、59歳以下の年齢層で減少しており、増加した年齢群はみられなかっ
た。国内の新型インフルエンザの流行は、現状では概ね減少傾向を示しているものと判断され
るが、まだ各地域における散発的な流行は存在している。引き続き、季節性も含めたインフルエ
ンザの発生動向には注意が必要であると思われる。

n = 25,393
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AH3亜型�

AH1亜型�
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図6. インフルエンザウイルス検出報告割合（2009年第28週～2010年第4週）
（病原微生物検出情報：2010年2月4日現在報告数）



◆インフルエンザウイルス 2009/10シーズン
国立感染症研究所・感染症情報センターには地方衛生研究所（地研）から「病原体個票」が報

告されている。これには感染症発生動向調査の定点およびその他の医療機関、保健所等で採取
された検体から検出された病原体の情報が含まれる。

2009年第19週に採取された検体から新型インフルエンザウイルスAH1pdmが最初に分離・検出
され、2010年第5週までに全都道府県から26,605件が報告されている。

このうち、14,370件はPCRで検出、10,256件はPCRで検出後ウイルス分離培養も陽性、1,979件
はPCRでは検出されず分離培養のみで陽性となっている。また、下気道炎（肺炎、気管支炎）2,357
件、インフルエンザ脳症256件、死亡例75件が報告されている。

同期間（第19週～第5週）に季節性インフルエンザウイルスの分離・検出はAH1亜型（Aソ連型）
が65件、AH3亜型（A香港型）が913件、B型が108件の報告があり、AH1pdmはこの期間の分離・
検出例全体の96%を占めている。

10

Infectious Diseases Weekly Report Japan 2010年 第4週（1月25日～1月31日）：通巻第12巻 第4号

病原体情報

（2010年2月4日現在報告分）

Ministry of Health, Labour and Welfare / National Institute of Infectious Diseases

＊グラフはIASRホームページ（http://idsc.nih.go.jp/iasr/index-j.html）からの引用です。
各都道府県市の地方衛生研究所（地研）からの検出報告です。週別の報告数は、病原体が分離・

検出された検体の採取日による週ごとの報告数です。地域別の報告数は、その地域に所在する地研
からの総報告数を都道府県別に示しています。
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2009/10シーズンに入ってからは、AH1pdmが2009年第36週～2010年第5週に全都道府県から
17,131件、AH3亜型が第36～41週に9道県から14件、第44週に長野県から1件報告されている。
B型は2009年第29週以降報告がなかったが、山形系統株が第47週に大阪府から1件、第2週に
滋賀県から1件、ビクトリア系統株が第50週に新潟県から1件、第4週に和歌山県から1件、系統不
明株が第4週に和歌山県から1件報告されている。AH1亜型は第36週以降報告されていない。

このうち、輸入例からの分離・検出が31件（AH1pdm 27件、AH3亜型4件）報告されている。

2009年第53週～2010年第4週の5週間ではAH1pdmが38都道府県から970件、B型3件（山形系
統株が滋賀県から1件、和歌山県からビクトリア系統と系統不明各1件）が報告されている。

インフルエンザウイルス分離・検出速報は http://idsc.nih.go.jp/iasr/influ.htmlを参照ください。
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◆感染性胃腸炎関連ウイルス 2009/10シーズン

2009/10シーズンに入ってからの病原体個票による報告では、2009年第36週～2010年第4週に
ノロウイルスgenogroup（G）I 36件（うち、GI/4 2件、G1/12 1件、NT 33件）、GII 413件（うち、GII/1 1
件、GII/2 28件、GII/3 15件、GII/4 49件、GII/6 3件、GII/12 5件、GII/13 1件、NT 311件）、G不明
65件、サポウイルス17件（うち、GI 3件、GII 1件、NT 13件）、A群ロタウイルス12件（すべてNT）が検
出されている。
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また、集団発生病原体票ではノロウイルス集団感染事例が116事例［GII 91事例（うち、GII/2
15事例、GII/3 10事例、GII/4 4事例、GII/12 1事例）、GI 11事例（うち、GI/4 1事例）、G不明14事例］、
ノロウイルス（GI+II）＆サポウイルス（NT）1事例、サポウイルス（GI）が1事例、A群ロタウイルス1事
例が報告されている。

推定感染経路は飲食店などでの食中毒および有症苦情が51事例、保育所、幼稚園、小学校、
高校、老人施設・福祉施設、ホテルなどでの胃腸炎集団発生が60事例、その他・詳細不明8事例
である。
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速報

◆麻しん　2009年（2010年1月7日現在）

麻しんは「はしか」とも呼ばれ、麻しんウイルス（Paramyxovirus科Morbillivirus属）によって引き
起こされる感染症で、39℃前後の高熱と耳介後部から始まって体の下方へと広がる赤い発疹を
特徴とする全身性疾患である。麻しんに対して免疫を持たない者が感染した場合、典型的な臨
床経過としては10～12日間の潜伏期を経て発症し、カタル期（2～4日間）、発疹期（3～5日間）、回
復期へと至る。一方、ヒトの体内に入った麻しんウイルスは、免疫を担う全身のリンパ組織を中
心に増殖し、一過性に強い免疫機能抑制状態を生じるため、麻しんウイルスそのものによるもの
だけでなく、合併した別の細菌やウイルス等による感染症が重症化する可能性も生じうる。また、
発生頻度は低いものの、麻しん脳炎や、罹患後7～10年の期間を経て発症する亜急性硬化性全
脳炎（SSPE）などの重篤な合併症もある。麻しんは接触感染、飛沫感染、空気感染（飛沫核感
染）のいずれの感染経路でも感染し、発症した場合に麻しんに特異的な治療方法はない。手洗
い、マスク等の感染対策も十分に効果的な予防手段とは言えず、唯一の有効な予防方法はワク
チンの接種によって麻しんに対する免疫を予め獲得しておくことである。

麻しんは、2008年の1月1日から5類の全数報告疾患に位置づけられた。2008年の発生状況は、
IDWR2009年第4号（http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/idwr/idwr2009/idwr2009-04.pdf）で報告したの
で参照して頂きたい。2009年第1～53週（2008年12月29日～2010年1月3日診断のもの、2010年1月
7日現在）の麻しん患者発生報告数は44都道府県から741例あったが、これは2008年（2009年1月
21日現在）の11,007例に比較すると93%の減少となった。週別報告数の推移をみると、2008年に
認められたような、明らかに流行期といえる大きなピークは形成されず、10～30例前後の報告が継
続していた（週平均14例）。報告数が最も多かった週は第29週で30例、最少は第53週の2例であ
った（図1）。
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都道府県別に累積報告数をみると、千葉県116例、東京都112例、神奈川県97例、大阪府57
例、埼玉県44例、愛知県29例、福岡県25例、広島県23例、新潟県18例、北海道17例の順となっ
ている（図2）。一方、これを、2007年10月1日現在の各都道府県の人口をもとに、100万人当たり
の報告数に換算すると、千葉県19.0、神奈川県10.9、東京都8.8、広島県8.0、青森県7.8、新潟県
7.5、和歌山県6.9、山形県6.7、大阪府6.5、埼玉県6.2の順であった。日本全体では、100万人当
たりの報告数は5.8（2008年86.1）となったが、WHOが定義する麻しん排除の判断基準のひとつ
である、「1年間の報告数が100万人当たり1未満（輸入症例を除く）」という状況には依然として及
ばない状況といえよう（図3）。
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図3. 人口100万人当たり都道府県別麻しん報告状況（2009年）
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病型別累積報告数は、臨床診断例303例（40.9%）、検査診断例245例（33.1%）、修飾麻しん
（検査診断例）193例（26.0%）となっており、臨床診断例と修飾麻しんを含めた検査診断例の割
合が昨年と逆転し、過半数を占めた（図4）。

年齢群別では0～4歳301例（40.6%）、15～19歳72例（9.7%）、20～24歳/35～39歳57例（7.7%）、
10～14歳55例（7.4%）、5～9歳51例（6.9%）の順となっている（図5）。年齢別では、1歳140例、0
歳74例、2歳42例で、0～2歳、特に1歳が患者発生の中心であり（図6）、2008年に認められた、
14～17歳の患者の集積は認められなかった。

麻しん含有ワクチンの接種歴別の報告数は、接種歴なし176例（23.8%）、1回接種352例（47.5%）、
2回接種32例（4.3%）、接種歴不明181例（24.4%）となっており、1回接種者が最も多く、次いで接
種歴不明者、ワクチン未接種者の順であった（図7）。
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図4. 麻しん累積報告数の病型別割合（2009年）
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図5. 麻しん累積報告数の年齢群別割合（2009年）
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麻しんの合併症について、肺炎合併例は19例の報告があったが、全報告数に占める割合は
2.6%であり、昨年（223/11,007＝2.0%）と有意差はなかった（p＝0.3）。年齢、または年齢群別で
は、0～1歳の症例で約半数を占め、特に1歳が7例（36.8%）と最も多かった（図8）。年齢群毎の
総報告数に占める肺炎合併例の割合は、9歳以下の年齢群で高い傾向だった（図9）。最も症例
数の多かった1歳児で、ワクチン未接種者と1回接種者で肺炎の合併頻度を比較したが、有意差
はなかった（OR=1.77, 95%CI 0.3-9.97）。脳炎の報告は無かった。
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図9. 麻しん症例の年齢群別肺炎合併割合（2009年）
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2008年4月1日より、5年間の期限付き措置として、1回しか定期予防接種（以下、定期接種）の
機会がなかった年齢層のうち、第3期（中学校1年生相当年齢）、第4期（高校3年生相当年齢）の
年齢の者に対する2回目の定期接種が導入された。中学校、高校などの学校現場では、定期接
種対象年齢の者における麻しん罹患歴や麻しん含有ワクチン接種歴の積極的な把握とワクチン
の接種勧奨がなされている。しかし、2009年9月4日時点の2008年度麻しん含有ワクチン接種率
最終評価によると、全国平均で第1期94.3%、第2期が91.8%、第3期が85.1%、第4期は77.3%と、
第3、4期の接種率が90%にもとどいていない状況である。折から、3月1日（月）～3月7日（日）までの
7日間は、保護者を始めとした地域住民の予防接種に対する関心を高め、予防接種率の向上を
図ることを目的として、日本医師会、日本小児科医会、厚生労働省の主催で「子ども予防接種週
間」が予定されている。この期間は、平日の夜間、土曜日、日曜日にも予防接種が受けられるよう
にしている機関もある。定期接種対象者（1歳児、小学校入学前1年間の者、中学1年生相当年
齢の者、高校3年生相当年齢の者）で、まだ接種を済ませていない者、特に進学、就職を控えて
いる高校3年生相当の者は、この機会を是非利用して接種を受けることが勧められる。

上述したように、麻しんの報告数は2008年の11,007例と比較し、93%減少の741例となった。同
様のペースで減少が続けば、2012年には排除が可能となるはずである。しかし一方で、このよう
に麻しんの症例数が少なくなると、感染経路が不明で、臨床症状のみでは他の発疹性疾患と鑑
別が困難な例が増加している。したがって、麻しんの検査診断が重要になる。確実な検査診断
は、感染拡大予防のための迅速な対応に繋がる。また、麻しん排除に向けては、ウイルス学的検
査による、麻しんウイルスの存在の確認や、海外での感染が疑われる症例での遺伝子型の確認
などが必要である。現在、全国の地方衛生研究所でこのようなウイルス学的検査診断が可能な体
制となっている。麻しんを疑った医師には、是非、保健所を経由して地方衛生研究所での検査診
断を実施して頂きたい。

以下に、麻しん関連情報として感染症情報センターのホームページに掲載されている主な項
目とそのURLを挙げる。麻しん対策として活用いただければ幸いである。

■麻疹（はしか）：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html
1. 麻しん予防接種情報：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/01.html
2. 教育啓発：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/02.html
3. 発生動向：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/03.html
4. 対策・ガイドラインなど：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/04.html
5.自治体等の取り組み：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/05.html
6. Q＆A：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/QA.html
7. 関連情報：http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/06.html
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海外感染症情報

●鳥インフルエンザ－エジプトにおける状況
2010年2月8日－更新28

2月8日、エジプト保健省は新たに2例の鳥インフルエンザA/H5N1亜型のヒト感染症例を報告
した。

第1例は、Daqahliya行政区Banha地区の40歳女性で、1月31日に発症、2月2日に入院し、オセ
ルタミビルによる治療を受け、病状は安定している。

第2例は、Menofya行政区Elsadat地区の29歳女性で、1月27日に発症、2月3日に入院し、オセ
ルタミビルによる治療を受けたが、重篤な状態にある。

2例とも病気または死亡した家禽との接触があった。
2例はWHOの世界インフルエンザサーベイランスネットワークの国立インフルエンザセンターで

あるエジプト中央公衆衛生研究所で確定診断された。
エジプトでは現在までに鳥インフルエンザA/H5N1亜型のヒト感染確定症例と報告された96例

のうち、27例が死亡している。

*WHOのEPR（Epidemic and Pandemic Alert and Response）による、感染症アウトブレイクニュースを掲載し
ています。
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感染症の話

************************************
今週はお休みさせていただきます。

「感染症の話」過去の掲載分については
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/index.html

でご覧いただけます。
************************************
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グラフ総覧（4週）
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4週のデータ 注）表中の報告数は2月3日集計分であり、その後の報告は次週以降の累積に反映されます。
新型インフルエンザは掲載していません。

報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週
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・コンゴ出血熱
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- - - - - - - - - - - - - - - - - 5

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 15

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 28

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 38

- - - - - - - - - - - - - - - - 21 113

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 27

- - - - - - - - - - - - - - - - 10 18

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 15

- - - - - - - - - - - - - - - - 7 45

- - - - - - - - - - - - - - - - 11 55

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 12

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 18

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 16

- - - - - - - - - - - - - - - - - 5

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 35

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 8

- - - - - - - - - - - - - - - - 4 14

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 21

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 11

- - - - - - - - - - - - - - - - 13 57

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 9

- - - - - - - - - - - - - - - - 9 27

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 8

- - - - - - - - - - - - - - - - 4 14

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 20

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

ジフテリア 重症急性 鳥インフル コレラ 細菌性赤痢 腸管出血性 腸チフス パラチフス Ｅ型肝炎
呼吸器症候群* エンザ（H5N1) 大腸菌感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - 1 3 16 19 88 - 1 - - 1 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 1 - 4 - - - - - -

- - - - - - - - - - 1 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - 2 3 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 5 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 2 - - - - - 1

- - - - - - - 1 1 8 4 10 - - - - - -

- - - - - - - - - 2 2 3 - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - 3 3 - - - - - -

- - - - - - - - - - 3 6 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 3 - - - - - -

- - - - - - - - - - 2 8 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - 1 1

- - - - - - - - - 1 - 2 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 8 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - 1 17 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 2 1 6 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

*病原体がSARSコロナウイルスであるものに限る。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

ウエストナイル熱 Ａ型肝炎 エキノコックス症 黄　熱 オウム病 オムスク出血熱 回帰熱 キャサヌル Ｑ 熱
森林病

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - 2 6 - 1 - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

狂犬病 コクシジ サル痘 腎症候性出血熱 西部ウマ脳炎 ダニ媒介脳炎 炭　疽 つつが虫病 デング熱
オイデス症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - - - - - - 6 18 2 3

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - 1 2 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 1 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - 3 3 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - 2 8 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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- - - - - - 1 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - 1 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

東部ウマ脳炎 鳥インフルエンザ* ニパウイルス 日本紅斑熱 日本脳炎 ハンタウイルス Ｂウイルス病 鼻　疽 ブルセラ症
感染症 肺症候群

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

*鳥インフルエンザ（H5N1）を除く。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

ベネズエラ ヘンドラウイルス 発しんチフス ボツリヌス症 マラリア 野兎病 ライム病 リッサウイルス リフトバレー熱
ウマ脳炎 感染症 感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - 1 6 - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 3 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

類鼻疽 レジオネラ症 レプトスピラ症 ロッキー山 アメーバ赤痢 ウイルス性肝炎* 急性脳炎** クリプト クロイツフェルト
紅斑熱 スポリジウム症 ・ヤコブ病

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

1 1 9 41 - - - - 12 60 1 4 4 26 - 1 1 7

- - - 2 - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 3 - - - - - - - - - - - - - 1

- - - 2 - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - 1 1 - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - 1

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 3 - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 6 - - - 1 - - - -

- - - 1 - - - - 1 3 - - - 4 - - - -

- - - 3 - - - - 1 11 - - - - - 1 - -

1 1 1 2 - - - - 1 10 - 1 1 1 - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 3 - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - 1 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 2 - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - 1 - - - - 2 7 - - - 1 - - - -

- - - - - - - - 1 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - 1 3 - - - -

- - 3 4 - - - - 1 3 1 1 1 2 - - - 1

- - 1 1 - - - - 1 3 - 2 - 2 - - 1 1

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - 1 - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - 1 - - - - 1 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 3 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

*E型肝炎およびA型肝炎を除く。
**ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎およびリフトバレー熱を除く。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

劇症型溶血性 後天性免疫不全 ジアルジア症 髄膜炎菌性 先天性風しん 梅　毒 破傷風 バンコマイシン耐性 バンコマイシン耐性
レンサ球菌感染症 症候群 髄膜炎 症候群 黄色ブドウ球菌感染症 腸球菌感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

1 13 8 66 - 3 - - - - 12 37 - 4 - - - 3

- - - 4 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - 3 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 2 - - - - - - - - - 1 - - - -

- 4 1 2 - 2 - - - - 2 3 - - - - - -

1 2 - 7 - - - - - - - 2 - - - - - -

- - 3 17 - - - - - - 3 9 - - - - - -

- - - 4 - - - - - - - 2 - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - 2 3 - - - - - - - 2 - 1 - - - 1

- - - 6 - - - - - - 1 6 - - - - - -

- 2 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 8 - - - - - - 2 3 - - - - - -

- 2 - 2 - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - 2 - - - - - - 1 2 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - 1 1 - - - - - -

- - - 1 - - - - - - 2 2 - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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風しん 麻しん

報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

1 6 5 28

- - - 1

- - - 1

- - - -

- - - -

- - - -

- - - 1

- - 1 1

- - - -

- - - -

- - - 1

- - - 2

- 1 2 3

- 1 - 1

- - 1 5

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - 1

- - - -

- 1 - 2

- - - -

- - - -

- - - 2

- - - 2

- 1 - 1

- - - -

1 1 - -

- - - -

- - - -

- - - 1

- - 1 1

- - - 1

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - 1

- 1 - -

- - - -
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報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

インフルエンザ* 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性 感染性胃腸炎 水　痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん 百日咳
レンサ球菌咽頭炎

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

31049 6.46 437 0.14 4272 1.41 43403 14.31 3525 1.16 451 0.15 311 0.10 1557 0.51 65 0.02

360 1.58 46 0.32 323 2.26 631 4.41 125 0.87 26 0.18 9 0.06 58 0.41 1 0.01

98 1.51 12 0.29 41 0.98 452 10.76 22 0.52 1 0.02 14 0.33 14 0.33 - -

360 5.63 3 0.08 89 2.23 323 8.08 52 1.30 14 0.35 1 0.03 20 0.50 - -

376 4.00 5 0.09 74 1.28 1030 17.76 39 0.67 24 0.41 3 0.05 45 0.78 - -

118 2.15 4 0.11 113 3.23 329 9.40 34 0.97 - - - - 14 0.40 1 0.03

170 3.54 3 0.10 121 4.03 531 17.70 37 1.23 22 0.73 6 0.20 19 0.63 - -

748 9.35 6 0.13 22 0.46 599 12.48 85 1.77 3 0.06 7 0.15 24 0.50 4 0.08

823 6.86 7 0.09 64 0.85 754 10.05 55 0.73 4 0.05 9 0.12 27 0.36 4 0.05

642 8.45 5 0.10 31 0.65 576 12.00 22 0.46 5 0.10 - - 33 0.69 4 0.08

513 5.18 5 0.08 44 0.72 982 16.10 26 0.43 5 0.08 - - 30 0.49 1 0.02

2473 9.97 13 0.08 363 2.28 3225 20.28 190 1.19 29 0.18 23 0.14 98 0.62 3 0.02

1683 8.09 11 0.08 262 2.02 2399 18.45 159 1.22 6 0.05 20 0.15 54 0.42 6 0.05

1441 5.00 11 0.07 233 1.56 2511 16.85 150 1.01 11 0.07 26 0.17 76 0.51 7 0.05

2016 6.20 19 0.09 319 1.58 3357 16.62 206 1.02 35 0.17 51 0.25 108 0.53 - -

782 8.06 26 0.43 132 2.16 763 12.51 88 1.44 14 0.23 9 0.15 42 0.69 4 0.07

288 6.00 2 0.07 94 3.24 508 17.52 41 1.41 11 0.38 1 0.03 14 0.48 - -

180 3.75 13 0.45 71 2.45 340 11.72 77 2.66 3 0.10 - - 15 0.52 - -

429 13.41 2 0.09 38 1.73 244 11.09 33 1.50 12 0.55 7 0.32 9 0.41 - -

562 14.05 - - 20 0.83 327 13.63 4 0.17 2 0.08 3 0.13 9 0.38 - -

717 8.15 1 0.02 80 1.45 751 13.65 75 1.36 1 0.02 8 0.15 7 0.13 - -

671 7.71 7 0.13 19 0.36 303 5.72 31 0.58 2 0.04 - - 21 0.40 - -

1616 12.15 12 0.14 62 0.73 1131 13.31 81 0.95 1 0.01 4 0.05 42 0.49 2 0.02

1869 9.58 21 0.12 183 1.01 1925 10.64 159 0.88 10 0.06 7 0.04 98 0.54 3 0.02

600 8.33 9 0.20 32 0.71 612 13.60 42 0.93 - - 15 0.33 29 0.64 - -

253 4.87 4 0.13 8 0.26 302 9.74 36 1.16 5 0.16 2 0.06 6 0.19 - -

499 4.06 2 0.03 54 0.73 766 10.35 84 1.14 9 0.12 5 0.07 25 0.34 - -

1607 5.30 22 0.11 253 1.28 2230 11.26 220 1.11 16 0.08 9 0.05 98 0.49 7 0.04

1278 6.42 15 0.12 126 0.98 2040 15.81 155 1.20 10 0.08 6 0.05 57 0.44 1 0.01

247 4.49 2 0.06 24 0.69 349 9.97 29 0.83 - - 3 0.09 7 0.20 - -

298 5.96 - - 38 1.23 436 14.06 42 1.35 2 0.06 2 0.06 10 0.32 - -

194 6.69 - - 67 3.53 309 16.26 26 1.37 1 0.05 2 0.11 7 0.37 - -

294 7.74 3 0.13 27 1.17 452 19.65 29 1.26 1 0.04 - - 19 0.83 - -

408 4.86 8 0.15 38 0.70 1075 19.91 60 1.11 44 0.81 - - 23 0.43 - -

503 4.37 20 0.28 61 0.85 1249 17.35 78 1.08 38 0.53 9 0.13 37 0.51 1 0.01

242 3.41 4 0.08 121 2.42 966 19.32 63 1.26 9 0.18 - - 37 0.74 - -

173 4.55 4 0.17 14 0.61 383 16.65 15 0.65 - - - - 9 0.39 - -

226 4.81 6 0.21 37 1.32 431 15.39 19 0.68 - - - - 15 0.54 - -

333 5.46 2 0.05 35 0.95 976 26.38 50 1.35 3 0.08 10 0.27 37 1.00 - -

297 6.19 - - 23 0.77 443 14.77 42 1.40 3 0.10 - - 7 0.23 - -

885 4.47 29 0.24 198 1.65 1781 14.84 170 1.42 20 0.17 15 0.13 91 0.76 8 0.07

161 4.13 12 0.52 20 0.87 290 12.61 33 1.43 6 0.26 4 0.17 11 0.48 - -

382 5.46 5 0.11 29 0.66 773 17.57 60 1.36 7 0.16 10 0.23 20 0.45 - -

613 7.66 14 0.29 39 0.81 593 12.35 70 1.46 - - 7 0.15 41 0.85 2 0.04

269 4.64 5 0.14 74 2.06 687 19.08 75 2.08 10 0.28 3 0.08 29 0.81 - -

487 8.25 22 0.61 49 1.36 925 25.69 130 3.61 5 0.14 - - 26 0.72 - -

770 8.28 14 0.25 84 1.53 1190 21.64 114 2.07 12 0.22 1 0.02 30 0.55 2 0.04

1095 18.88 1 0.03 23 0.68 154 4.53 92 2.71 9 0.26 - - 9 0.26 4 0.12

*鳥インフルエンザを除く。
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報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎 急性出血性 流行性角結膜炎 細菌性髄膜炎* 無菌性髄膜炎 マイコプラズマ クラミジア RSウイルス
結膜炎 肺　炎 肺　炎 感染症

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県
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73 0.02 2315 0.76 9 0.01 312 0.46 9 0.02 6 0.01 143 0.31 11 0.02 4742

1 0.01 236 1.65 - - 10 0.34 - - - - 8 0.35 - - 118

1 0.02 28 0.67 - - 1 0.09 - - - - 5 0.83 - - 18

5 0.13 37 0.93 - - 2 0.14 - - - - 9 0.47 - - 60

- - 24 0.41 - - 1 0.08 1 0.08 1 0.08 13 1.08 1 0.08 46

- - 8 0.23 - - - - - - - - 4 0.50 - - 45

- - 56 1.87 - - 6 0.75 - - 1 0.10 - - - - 23

- - 65 1.35 - - 3 0.25 1 0.14 - - 6 0.86 - - 152

2 0.03 68 0.91 - - 11 0.65 - - - - 2 0.15 - - 50

1 0.02 20 0.42 - - 27 2.25 - - - - 4 0.57 1 0.14 86

2 0.03 43 0.70 - - 16 1.07 - - - - 6 0.75 - - 56

- - 175 1.10 - - 11 0.26 - - - - 4 0.44 2 0.22 140

1 0.01 95 0.73 4 0.12 15 0.44 1 0.11 1 0.11 - - 1 0.11 59

3 0.02 79 0.53 1 0.03 12 0.31 - - - - 7 0.29 2 0.08 143

6 0.03 154 0.76 - - 33 0.80 - - - - - - - - 108

1 0.02 24 0.39 - - 6 0.67 - - - - - - - - 73

2 0.07 28 0.97 - - - - - - - - 1 0.20 - - 36

- - 37 1.28 - - 1 0.14 - - - - 3 0.60 - - 51

- - 15 0.68 - - - - - - - - - - - - 35

- - 5 0.21 - - 1 0.11 - - - - - - - - 33

1 0.02 11 0.20 - - 2 0.18 - - - - 6 0.55 - - 31

1 0.02 5 0.09 - - 3 0.27 - - - - - - - - 89

- - 85 1.00 - - 5 0.25 - - - - 6 0.60 - - 124

2 0.01 68 0.38 - - 9 0.27 - - - - 11 0.73 - - 302

1 0.02 12 0.27 - - 3 0.25 - - - - - - - - 80

- - 17 0.55 - - - - - - - - 4 0.57 - - 69

1 0.01 46 0.62 1 0.06 2 0.11 - - - - - - - - 50

10 0.05 119 0.60 - - 9 0.18 1 0.07 1 0.07 2 0.14 1 0.07 473

- - 53 0.41 - - 4 0.11 - - - - 1 0.11 - - 248

- - 47 1.34 - - 1 0.11 - - - - - - - - 63

- - 30 0.97 - - 1 0.25 - - - - 2 0.18 - - 79

1 0.05 3 0.16 - - 2 0.67 - - - - 2 0.40 - - 8

- - 1 0.04 - - - - 1 0.13 - - - - - - 37

- - 7 0.13 - - 9 0.75 - - - - - - 1 0.20 42

4 0.06 89 1.24 - - 13 0.68 - - 1 0.05 1 0.05 - - 103

1 0.02 56 1.12 - - 4 0.44 - - - - 11 1.22 - - 156

4 0.17 14 0.61 - - - - 1 0.17 - - - - - - 155

- - 9 0.32 - - - - - - - - - - - - 127

- - 5 0.14 - - 10 1.25 - - - - 7 1.17 - - 119

3 0.10 3 0.10 - - 1 0.33 - - - - 1 0.14 - - 84

6 0.05 114 0.95 1 0.04 13 0.50 - - - - - - 1 0.07 338

2 0.09 7 0.30 - - 1 0.25 1 0.17 - - 1 0.17 - - 84

1 0.02 50 1.14 2 0.25 6 0.75 - - - - 2 0.17 - - 50

8 0.17 23 0.48 - - 11 1.22 - - - - - - - - 178

- - 47 1.31 - - 1 0.20 - - - - 1 0.09 - - 162

1 0.03 45 1.25 - - 9 1.50 - - - - - - - - 100

1 0.02 17 0.31 - - 26 3.71 - - - - 1 0.08 - - 52

- - 135 3.97 - - 11 1.10 2 0.29 1 0.14 12 1.71 1 0.14 7

*髄膜炎菌性髄膜炎は除く。
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獣医師が届出を行う感染症と対象動物　
報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

エボラ出血熱 マールブルグ病 ペスト 重症急性呼吸器症候群（SARS） 結　核 鳥インフルエンザ（H5N1） 細菌性赤痢

サル サル プレーリードッグ イタチアナグマ タヌキ ハクビシン サル 鳥類 サル

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数
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大分県
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鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

注）報告数は感染実験等の学術的研究による発生を除く。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年4週

ウエストナイル熱 エキノコックス症

鳥類 犬

報告数　累積 報告数　累積

総　数
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本週報は、感染症新法に基づくものであり、全国の医
療従事者、定点医療機関、保健所、保健所設置市、特別
区、都道府県、地方衛生研究所、検疫所の皆様のご協力
を得て、国立感染症研究所感染症情報センターにおいて
編集したものです。

また、本週報は速報性を重視しておりますので、今後調
査などの結果に応じて、若干の変更が生じることがありま
すが、その場合には週報上にて訂正させていただきます。
「感染症の話」及び「読者のコーナー」の回答欄の内容

に関する責は、それぞれの執筆者及び回答者に属します
が、内容に関するご質問、ご意見については事務局でお
受けいたします。

なお、週報の内容について、学術的研究、あるいは公
衆衛生活動にかかわる業務以外の目的においては、無断
転載を禁じます。
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